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研究分野：生物学 

科研費の分科・細目：自然人類学 
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１．研究計画の概要 
 以下の三つの課題を設定し、テナガザル類
（小型類人猿）の系統進化的多様性と分布特
異性のメカニズムを追究している。[1]スマ
トラとマレー半島間のテナガザル類（アジル
テナガザザル、シロテテナガザル、シャーマ
ン）の移住方向と時期の推定（これは先の調
査で示唆した、スマトラ島からボルネオ島へ
の移住方向の信憑性を問うために必要不可
欠である）。 [2]テナガザル類のほ乳類中最
も高い染色体変異率とヒト上科中最も高い
系統的多様性の関連性。[3]シャーマンと大
型類人猿の系統的類似性。これらの目標達成
には、まず各地域の亜種、種、属の間の分化
機序を明確にする必要がある。現在の分布な
らびに種分化・属分化（４属：１４〜１５種）
が「いつ」「どのように」おこったかを明ら
かにするが、最も系統学上の問題となってい
るのは、属間の関係である。これらの研究は
出自の明確な個体のサンプルを用いて行わ
ないと解明できない。学際的な研究課題とし
て生物地理学的観点から解析する。 
 
２．研究の進捗状況 
 これまで過去３年間で、マレーシア、タイ、
バングラデシュ、インドネシアにおいて調査
をおこなった。実施項目は主に以下の４件で
ある。（１）インドネシアではテナガザル類
の糞からヘリコバクター属細菌の s16rDNA検
出をおこなった。飼育個体からは検出できず、
野性由来のアジルテナガザルの糞から特異
的な PCR 産物が３種類検出できた。分子系統
解析をおこなったところ、ヒトのヘリコバク
ター・ピロリとは系統的に大きく異なること
が示された。多種のベータベースと比較した

系統分岐図をもとに現在論文執筆中である。
（２）タイのチェンマイ動物園にいるテナガ
ザルの属間雑種の解析をおこなった。母親
Nomscus leukogenys と父親 Hylobates lar の
間に産まれた個体であることが、染色体解析
から明らかになった。日本のケース(Hirai et 
al. 2007)のデータと比較すると、両親の組
み合わせが異なることが、毛色の違いを生じ
ることが示唆された。染色体解析のデータを
中心に現在論文として執筆中である。（３）
バングラデシュでは、シロマユテナガザル
Hoolock hoolock の血液採取をおこない、ミ
トコンドリアゲノム全塩基解析と、染色体変
異解析をおこなった。本種は希少種であり、
これまで研究の手がつけられていないこと
から、ミトコンドリア DNA の属間分化に新た
な見解を与える重要な位置を占めている。他
３属のデータとの詳細な系統比較分析をお
こない、その成果を論文として執筆中である。
（４）テナガザルの骨格標本の CT 撮像をお
こない、全身骨格の貴重な情報としてデータ
ベース化した。昨年度末、タイの動物園協会
に所属するテナガザル類の採血をおこない、
染色体標本作製と DNA 抽出をおこなった。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）  
これまで訪れた調査地の中で、マレーシア

からの調査許可取得に手間取り、スマトラと
マレー半島のテナガザル類を比較すること
が進んでいないことが残念である。しかし、
その他の地域での調査は予定通りあるはそ
れ以上の成果が得られているといえる。 
 

機関番号：１４３０１ 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2008～2011 

課題番号：２０４０５０１６ 

研究課題名（和文）テナガザル類の多様性と系統生物地理学  

                     

研究課題名（英文）Biodiversity and phylobiogeography of gibbons  

 

研究代表者  

平井 啓久 （HIRAI HIROHISA） 

京都大学・霊長類研究所・教授 

研究者番号：１０１２８３０８ 

 



 

 

４．今後の研究の推進方策 
 マレー半島のアジルテナガザル、シャーマ
ン、シロテテナガザルの血液サンプルを収集
し、スマトラの染色体と DNA ならびに形態学
的な比較をおこなう。マレーシアだけだとサ
ンプルが十分とはいえないので、タイの南部
マレーシアとの国境付近のアジルテナガザ
ルとシロテテナガザルの血液サンプルを、
Songkhla 地区でも収集する予定である。スマ
トラとマレー半島の比較を、染色体と DNA を
用いて比較解析し、生物地理学的に移住方向
を明らかにする。最終年度として進捗状況で
示した論文の出版を確実におこなう。それと
ともに希少種であるシロマユテナガザルの
染色体 2n = 38 の各染色体を、染色体顕微切
断法を用いて回収し、全染色体の彩色プロー
ブを作製する。プローブ作製後、他３属の染
色体（2n = 44, 2n = 50, 2n = 52）に FISH
法を用いて分子細胞遺伝学的に反応させ、染
色体分化の機構をさぐる。最終的に、すべて
の成果を報告書として作成する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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